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湘南工科大学学則 
 

第１章 総則 

第１条  湘南工科大学（以下「本学」という。）は、教育基本法に基づき、工学に関する学術の教

授及び研究を通じて、学問研究の推進と社会の規範となる人格形成を行うとともに、さらに、青

年らしい夢と理想を科学の場の中に実現することを目標とする。 

第１条の２ 本学の学部及び学科ごとの人材の養成及び教育研究上の目的は、次のとおりとする。 

工学部 

  ア 専門分野の知識と技術に社会人基礎力を兼ね備え、他者と協働しながら社会の様々な課

題の解決に主体的に取り組むことができる、「社会に貢献する技術者」を養成する。 

  イ 本学の理念の下、実践的、創造的な能力を備えた人間性豊かな技術者を育成することを

目的とし、併せて我が国、産業界及び地域社会の発展に寄与することを使命とする。 

機械工学科 

ア 「モノづくり教育」の課程を通して、機械工学およびその周辺を含む様々な分野で活躍

できる実践的、創造的能力を備えた人間性豊かな技術者を養成する。 

イ 生産・管理技術、エネルギー利用技術・環境技術、知能機械・機器設計関連技術を修得

し活用できる能力を育成する。 

電気電子工学科 

ア 著しい発展を示す電気エネルギーと通信分野への対応の技術、および情報化社会ととも

に進化するエレクトロニクス技術に対応できる、高い専門能力を有する技術者を養成する。 

イ 情報通信、エレクトロニクス、電気エネルギー関連技術を修得し活用できる能力を育成

する。 

総合デザイン学科 

ア 複合分野にまたがる科学技術の知識を軸に、柔軟な発想や表現と高度な技術に裏打ちさ

れたデザイン思考を通じて、総合的に課題を解決できる人材を養成する。 

イ 企画・デザイン・設計の理論や方法論とコンピュータを活用した設計・解析・モノづく

り技術およびプログラミング関連技術を修得し、それらを応用できる能力を育成する。 

人間環境学科 

ア 環境に優しい社会の実現をめざし、広範なる知識の集約によって各種先進素材の機能・

特性を活かした、健康で快適な人間環境を創生し得る技術者を養成する。 

イ 人間にとって安全で心地よい生活環境を実現するために、医療、スポーツ、環境保全に

焦点を当てた「モノづくり」を達成するための幅広い学識と技術を習得する。 

情報学部情報学科 

ア 情報学に関する専門知識・技術力とチームワーク・コミュニケーション力などの社会人

基礎力を兼ね備え、社会課題の解決の為、また、豊かな社会の実現の為に、身につけた専

門技術と協働力を基に、自ら実行できる能力もつ人材を養成する。 

イ 本学の理念の下、プログラミングをベースとし、データサイエンス・AIに関する技術・

知識およびそれらを自在に使いこなす実践力を持ち、社会のニーズに対応した新しい価値

を生み出す視野を兼ね備えた ICT 技術者を育成する。また、情報学における数理・データ

サイエンス分野、コンピュータサイエンス分野、インフォメーションサイエンス分野の各
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分野及びその融合分野を実践的に学ぶことにより、ICT 技術を幅広く修得し、横断的に活

用することができる人材を育成する。併せて我が国、産業界及び地域社会の発展に寄与す

ることを使命とする。 

第１条の３ 本学は、教育研究水準の向上を図り、本学の目的及び社会的使命を達成するため、教

育研究活動等の状況について、点検・評価を行う。 

２ 前項の点検・評価に関する事項については、別に定める。 

第２条 本学に工学部を置き、工学部に次の学科を置く。 

機械工学科、電気電子工学科、総合デザイン学科、人間環境学科 

２ 本学に情報学部を置き、情報学部に次の学科を置く。 

情報学科 

３ 本学に大学院工学研究科博士課程前期２年の課程（以下「前期課程」という。）及び博士課程

後期３年の課程（以下「後期課程」という。）を置き、各課程に次の専攻を置く。 

機械工学専攻、電気情報工学専攻 

４ 大学院に関する学則は、別に定める。 

第３条 本学工学部及び情報学部の各学科（以下「各学科」という。）の入学定員及び収容定員は、

次のとおりとする。 

 

学 部 学  科 入学定員 収容定員 

工学部 

機械工学科 １００人 ４００人 

電気電子工学科  ５０人 ２００人 

総合デザイン学科  ５０人 ２００人 

人間環境学科  ５０人 ２００人 

情報学部 情報学科 ２７５人 １，１００人 

計 ５２５人 ２，１００人 

 

第４条 各学科の修業年限を４年とする。ただし、在学年数は８年を超えてはならない。 

 

第２章 教育課程 

第５条 各学科の教育課程及び毎週授業時間数は、別表第１（別表第１－１及び別表第１－２）、

別表第２（別表第２－１及び別表第２－２）及び別表第３（別表第３－１－１から別表第３－２

－１までをいう。以下同じ。）に定めるところによる。 

 

第３章 学年、学期及び休業 

第６条 学年は、４月１日から翌年３月３１日までとする。 

第７条 学年は、次の２学期に分ける。 

前学期  ４月１日から９月３０日まで 

後学期 １０月１日から翌年３月３１日まで 

２ 学長は、前項の学期の開始日及び終了日を臨時に変更することができる。 

３ 各学期の授業実施日等は、別に定める学年暦による。 
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第８条 学年中の定期休業日は、次のとおりとする。 

（１） 日曜日 

（２） 国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に規定する休日 

（３） 創立記念日 ４月１５日 

（４） 春季休業日 

（５） 夏季休業日 

（６） 冬季休業日 

２ 前項の第４号から第６号の休業日については、学年暦により定める。 

３ 学長は、必要がある場合は、前各項の休業日を臨時に変更し、又は臨時の休業日を定めること

ができる。 

第４章 入学、休学、退学及び賞罰 

第９条 学生を入学させる時期は、原則として学年の始めから３０日以内とする。 

第１０条 本学１年次に入学できる者は、次の各号の一に該当する者とする。 

（１） 高等学校を卒業した者 

（２） 通常の課程によって１２か年の学校教育を修了した者（通常の課程以外の課程により、

これに相当する学校教育を修了した者を含む。） 

（３） 外国において、学校教育における１２か年の課程を修了した者又はこれに準ずるもので

文部科学大臣の指定した者 

（４） 文部科学大臣が高等学校の課程に相当する課程を有するものとして指定した在外教育施

設の当該課程を修了した者 

（５） 文部科学大臣の指定した者 

（６） 高等学校卒業程度認定試験規則（平成１７年文部科学省令第１号）による高等学校卒業

程度認定試験に合格した者（旧大学入学資格検定に合格した者を含む。） 

（７） その他相当の年令に達し、本学において高等学校を卒業した者と同等以上の学力がある

と認めた者 

第１１条 前条に係る入学者の選考は、高等学校卒業程度で行う。 

第１２条 第１０条及び第１３条の規定によって入学を志願する者は、所定の出願書類に検定料を

添え、指定の期日までに提出しなければならない。 

２ 前項の入学を志願する者に係る検定料の額は、３０,０００円とする。ただし、第１０条第７号

の規定によって入学を志願する者については、別に認定料として５,０００円を徴収する。 

３ 本学が大学入試センター試験を利用する場合の検定料の額は、別に定める。 

第１３条 学長は、編入学（再入学を含む）を志願する者があるときは、別に定めるところにより

選考を行い、教授会の議を経て、相当年次に入学を許可することができる。 

２ 学長は、転籍（転科）を志望する者があるときには、別に定めるところにより選考を行い、教

授会の議を経て、相当年次に転籍（転科）を許可することができる。 

第１４条 入学を許可された者は、所定の期日までに本学の定める入学手続きを完了しなければな

らない。理由なく指定の期日までに入学手続きを完了しないときは、入学許可を取り消すものと

する。 

第１５条 学生は、病気で引き続き２か月以上修学することができないときは、学長の許可を得て、

その学期の終りまで休学することができる。 
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第１６条 学長は、前条のほか特別の理由があると認めたときは、その学期の終りまで休学を許可

することができる。ただし、前条及び本条による休学者のうち、引き続き休学を希望する者は、

更に願い出の上、許可を受けなければならない。 

２ 在学中の休学期間は、通算して２年を超えることはできない。 

第１７条 休学期間中の授業料は、免除する。ただし、学期の中途において休学又は復学した場合

は、この限りではない。 

第１８条 休学期間中にその事由が消滅したときは、学長の許可を得て復学することができる。 

第１９条 休学した期間は、在学期間に算入しない。 

第２０条 病気その他やむを得ない事情のため学業を続ける見込みがないときは、願い出て退学す

ることができる。ただし、学期の中途において退学する場合は、その学期の学費を納入しなけれ

ばならない。 

第２１条 学長は、本学の規則に違反し、又は学生の本分に反する行為があったときは、教授会に

諮り懲戒する。懲戒は、譴責、停学及び退学とする。 

第２２条 前条の退学は、次の各号の一に該当する者に対して行う。 

（１） 性行不良で改悛の見込みがないと認められた者 

（２） 学力劣等で成業の見込みがないと認められた者 

（３） 正当な理由がなく出席常でない者 

（４） 学校の秩序を乱し、その他学生としての本分に反した者 

第２３条 学長は、学力及び人格が特に優秀な者に対し、教授会の推薦によって授業料を減免する

ことができる。 

 

第５章 修学、単位認定及び卒業 

第２４条 各学科の教育課程は、共通基盤科目、社会人基礎科目、学科専門科目及び自由科目に区

分する。 

２ 前項に定める教育課程は、別表第１、別表第２及び別表第３に定めるところによる。 

第２４条の２ 各学科の授業は、講義、演習、実験、実習若しくは実技のいずれかにより又はこれ

らの併用により行うものとする。 

２ 前項の授業のうち一部の授業を多様なメディアを利用して行うことを可能とする。なお、メデ

ィアを利用して行う授業（以下「メディア授業」という。）は、インターネットその他の通信手

段を利用することにより、授業を行う教室等以外の場所で履修させることができるものとし、同

時かつ双方向に行う又は毎回の授業の実施に当たり当該授業終了後速やかに設問解答、添削指導、

質疑応答等による十分な指導を行うものとする。 

３ 前項のメディア授業を実施する授業科目については、別表第２及び別表第３に定める。 

第２５条 各学科の授業科目の単位数は、１単位の履修時間を４５時間の修学を必要とする内容を

もって構成することとし、次の基準によって計算するものとする。 

（１） 講義及び演習については、毎週１時間１５週の授業をもって１単位とする。外国語科目は

演習として取り扱う。 

（２） 実験、実習及び実技については、毎週２時間１５週の授業をもって１単位とする。講義・

演習以外の健康とスポーツ科目は実技として取り扱う。 

２ 卒業に必要な修得単位数は、１２４単位以上とし、各学科別及び区分・分野別単位数は、別表
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第４に定めるところによる。 

３ 前項の規定により卒業の要件として修得すべき単位数のうち、第２４条の２第２項の授業の方

法により修得する単位数は合計で６０単位を超えないものとする。 

第２６条 工学部の各学科の履修方法は、各授業科目を必修科目、選択必修科目、選択科目及び自

由科目に分け、これを各年次に配当して行う。 

（１） 共通基盤科目の履修方法は、別表第１－１に定めるところによる。 

（２） 社会人基礎科目の履修方法は、別表第２－１に定めるところによる。 

（３） 学科専門科目の履修方法は、各学科別に、別表第３－１－１、別表第３－１－２、別表

第３－１－３及び別表第３－１－４に定めるところによる。 

（４） 自由科目の授業の履修方法は、社会人基礎科目及び学科専門科目（工学部の他学科の学

科専門科目を含む。）のうちから選択履修するものとする。 

２ 情報学部の各学科の履修方法は、各授業科目を必修科目、選択必修科目、選択科目及び自由科

目に分け、これを各年次に配当して行う。 

（１） 共通基盤科目の履修方法は、別表第１－２に定めるところによる。 

（２） 社会人基礎科目の履修方法は、別表第２－２に定めるところによる。 

（３） 学科専門科目の履修方法は、別表第３－２－１に定めるところによる。 

（４） 自由科目の授業の履修方法は、社会人基礎科目及び学科専門科目のうちから選択履修す

るものとする。 

３ 前２項に定める科目のうち、自らの所属する学部以外の科目を修得した場合は、自由科目の修

得単位として取り扱うものとする。 

４ 本条に規定するもののほか履修について必要な事項は、別に定める。 

第２７条 学生は、あらかじめ履修しようとする授業科目について、所定の申告を行い、その承認

を受けなければならない。 

第２８条 各授業科目の成績評価は、総合評価点数により行うものとする。ただし、成績評価を総

合評価点数により行うことが適当でない授業科目については、成績評価を合格及び不合格の判定

のみで行うことができるものとする。 

２ 学生は、第２７条に基づく承認を受けた授業科目に限り、試験を受けることができる。ただし、

各授業科目について授業時間数の３分の１（５回）以上欠席した者は、その授業科目の成績評価

を受けることができない。 

第２９条 成績評価の結果合格となった者には、所定の単位を与える。 

第３０条 総合評価点数は１００点を満点とし、６０点以上を合格とし、５９点以下を不合格とす

る。 

第３１条 学長は、第１３条の規定によって編入学を許可した者の他の大学、短期大学及び高等専

門学校（以下「大学等」という。）において既に履修した授業科目の修得単位を、教授会の議を

経て、認定することができる。 

第３２条 学長は、教育上有益と認めるときは、編入学を除き、本学に入学する前に大学等におい

て履修した授業科目の修得単位を６０単位を超えない範囲で、教授会の議を経て、認定すること

ができる。 

第３３条 学長は、本学において教育上有益と認めるときは、他の大学又は短期大学（外国の大学

又は短期大学を含む。以下同じ。）と協議の上、学生に当該大学又は短期大学の授業科目を履修
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させることができる。 

２ 学長は、前項の規定により、他の大学又は短期大学の授業科目の履修を願い出た者については、

教授会の議を経て、その履修を許可することができる。 

３ 第１項の規定によって他の大学又は短期大学において履修した授業科目について修得した単位

は、６０単位を超えない範囲で本学において修得したものとしてみなすことができる。 

第３４条 教員の免許状授与の所要資格を取得しようとする者は、教育職員免許法及び教育職員免

許法施行規則に定める所要の単位を修得しなければならない。 

第３５条 各学科において取得できる教員免許状及び免許教科の種類は、別表第５に定めるところ

によるものとし、教職科目教育課程は、別表第６に定めるところによる。 

第３６条 学長は、各学科で４年以上在学し、第２５条第２項に定める単位を修得した者について

は、本学を卒業したことを認め、学士（工学）の学位を授与する。 

 

第６章 学費 

第３７条 学費の科目及びその額を次のとおり定める。 

（１） 入学金    ２００,０００円（入学時） 

（２） 授業料   １,０８０,０００円（年額） 

（３） 施設拡充費  ２５０,０００円（年額） 

第３８条 学費の納入を怠り、督促を受けてもなお納入しない者は、除籍する。 

第３９条 いったん納入した学費は、返還しない。ただし、３月３１日までに入学辞退を申し出た 

場合は、原則として入学金を除いた学費を返還する。 

 

第７章 科目等履修生、特別聴講学生、特別研究学生、研究生、研究員及び外国人留学生 

第４０条 学長は、本学の授業科目中の１科目又は複数科目につき選択履修を希望する者があると

きは、教授会の議を経て、科目等履修生として入学を許可することができる。ただし、科目等履

修生の入学許可は、学生の修学の妨げにならない場合に限る。 

第４１条 科目等履修生を志願する者は、願書にその選択する授業科目を記載し、履歴書を添え、

学年又は学期の始めに学長に願い出なければならない。 

２ 科目等履修生は、その選択する授業科目を学修し得る能力のある者に限る。 

第４２条 科目等履修生の在学期間は、１年以内とする。ただし、事情によっては、期間の延長を

認めることができる。 

第４３条 科目等履修生を志願する者に係る検定料の額は、３０,０００円とする。 

２ 科目等履修生の授業料の額は、１単位につき１４,０００円とし、これを前納しなければならな

い。 

第４４条 科目等履修生で履修授業科目の成績評価の結果合格となった者に対しては、単位修得証

明書を授与することができる。 

第４５条 学長は、他の大学又は短期大学の学生が本学において特定の授業科目を履修しようとす

る者があるときは、当該大学又は短期大学と協議の上、教授会の議を経て、特別聴講学生として

入学を許可することができる。 

２ 特別聴講学生に係る検定料の額は、３０,０００円とし、授業料の額は１単位につき１４,０００

円とする。ただし、当該大学又は短期大学との協議により別に定めがあるときは、この限りでは
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ない。 

第４６条 学長は、他の大学又は短期大学の学生が本学において研究指導を受けようとする者があ

るときは、当該大学又は短期大学と協議の上、教授会の議を経て、特別研究学生として入学を許

可することができる。 

２ 特別研究学生に係る検定料の額は、３０,０００円とする。研究指導料の額は、３か月につき３

０,０００円とし、官公庁及び企業からの委託による特別研究学生の場合は、３か月につき

６０,０００円とする。ただし、当該大学又は短期大学との協議により別に定めがあるときは、こ

の限りではない。 

第４７条 学長は、本学において、特定の事項について研究を志願する者があるときは、教授会の

議を経て、研究生として許可することができる。ただし、学生の修学の妨げにならない場合に限

る。 

２ 前項の入学を志願する者に係る検定料及び研究指導料については、前条第２項の本文に定める

ところによる。 

第４８条 学長は、本学において、特定の事項について特定の教育職員と協力して研究を行うこと

を志願する者があるときは、教授会の議を経て、研究員として許可することができる。ただし、

学生の修学の妨げにならない場合に限る。 

第４９条 学長は、外国人で本学に入学を志願する者があるときは、別に定めるところにより選考

を行い、教授会の議を経て、外国人留学生として入学を許可することができる。 

２ 前項の入学を志願する者に係る検定料の額は、第１２条第２項の規定によるものとし、学費は、

第３７条の規定によるものとする。ただし、国費外国人留学生については、検定料及び学費を徴

収しない。 

第４９条の２ 科目等履修生、特別聴講学生、特別研究学生、研究生、研究員は本学の設置するい

ずれかの学部に所属するものとし、外国人留学生はいずれかの学部学科に所属するものとする。 

第５０条 科目等履修生及び研究生については、本章に規定する場合のほか、第５条、第６条、第

７条、第８条、第１４条、第２１条、第２２条、第２４条、第２４条の２、第２５条、第２６条、

第２７条、第２８条、第２９条、第３０条及び第３９条を準用する。 

 

第８章 職員 

第５１条 本学に、学長及び次の教育職員を置く。 

 教授、准教授、講師及び助教 

第５２条 学長は、校務を掌り、教職員その他を統督する。 

第５３条 教授は、専攻分野について、教育上、研究上又は実務上の特に優れた知識、能力及び実

績を有する者であって、学生を教授し、その研究を指導し、又は研究に従事する。 

第５４条 准教授は、専攻分野について、教育上、研究上又は実務上の優れた知識、能力及び実績

を有する者であって、学生を教授し、その研究を指導し、又は研究に従事する。 

第５５条 講師は、教授又は准教授に準ずる職務に従事する。 

２ 非常勤講師は、その委嘱を受けた授業科目につき、学生を教授する。 

第５５条の２ 助教は、専攻分野について、教育上、研究上又は実務上の知識及び能力を有する者

であって、学生を教授し、その研究を指導し、又は研究に従事する。 

第５５条の３ 本学に、次の客員教育職員を置く。 
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 客員教授、客員准教授、客員講師 

第５６条 削除 

第５７条 本学に、副学長、工学部長、情報学部長、教務部長、学生部長、メディア情報センター

長、産学交流センター長及び国際交流センター長を置く。 

第５８条 本学に次の事務職員等を置く。 

 事務職員、技術職員・助手、技術員、労務職員及びその他必要な職員 

２ 助手は、その所属する組織における教育研究の円滑な実施に必要な業務に従事する。 

 

第９章 教授会 

第５９条 本学に教授会を置き、学長、専任の教授及び客員教授をもってこれを組織する。ただし、

学長が必要と認める場合は、准教授、講師、助教を出席させることができる。 

第６０条 学長は、教授会を招集してその議長となる。 

第６１条 定例教授会は、毎月１回とする。ただし、臨時教授会は、学長が必要と認めたとき又は

教授会員の３分の１以上の請求があったときは、これを招集する。 

第６２条 教授会は、次の各号に掲げる事項について審議し、学長が決定を行うに当たり意見を述

べるものとする。 

（１） 入学、卒業 

（２） 学位の授与 

（３） 前２号に掲げるもののほか、教育研究に関する重要な事項で、教授会の意見を聴くこと

が必要なものとして学長が定めるもの 

第６３条 会議は、構成員（以下会員という。）の過半数の出席によって成立し、その議決は、出

席会員の過半数の賛同を必要とする。 

第６４条 議長は、必要と認めるとき、教授会に会員以外の職員の出席を求めることができる。 

第６５条 削除 

第６６条 教授会に関する細則は、別に定める。 

 

第１０章 図書館 

第６７条 本学に附属図書館を置く。 

２ 附属図書館に関する規程は、別に定める。 

 

第１１章 学則の変更 

第６８条 本学則の変更については、教授会の議を経て、理事会の承認を得なければならない。 

 

附 則 

１ この学則は、昭和３８年４月１日から施行する。 

２ 第３３条中入学検定料３,０００円とあるのは、昭和３９年度より５,０００円に改め、第３４条

中入学金８０,０００円とあるのは、昭和４０年度より１００,０００円に、施設拡充費

３ ０ ,０ ０ ０円とあるのは、昭和４０年度より５０,０００円と改め、第３５条中授業料年額

６６,０００円とあるのは、昭和３９年度入学者は７２,０００円、昭和４０年度入学者は

７８,０００円、昭和４１年度以降入学者は８４,０００円と読み替えるものとする。 



－9－ 

  附 則  

この学則は、昭和４０年４月１日から施行する。 

  附 則 

この学則は、昭和４１年４月１日から施行する。 

  附 則 

この学則は、昭和４２年４月１日から施行する。 

  附 則 

この学則は、昭和４３年４月１日から施行する。 

  附 則 

この学則は、昭和４４年４月１日から施行する。 

  附 則 

この学則は、昭和４５年４月１日から施行する。 

  附 則 

この学則は、昭和４６年４月１日から施行する。ただし、第５条、第３１条、第３３条に限り、昭

和４５年度以前に入学した者は従前の例による。 

  附 則 

この学則は、昭和４８年４月１日から施行する。ただし、第５条、第３１条、第３３条に限り、昭

和４７年度以前に入学した者は従前の例による。 

  附 則 

この学則は、昭和４９年４月１日から施行する。ただし、第５条、第３２条、第３６条に限り、昭

和４８年度以前に入学した者は従前の例による。 

  附 則 

この学則は、昭和５０年４月１日から施行する。ただし、第５条、第３２条、第３６条に限り、昭

和４９年度以前に入学した者は従前の例による。 

  附 則 

この学則は、昭和５１年４月１日から施行する。ただし、第５条、第３２条、第３６条に限り、昭

和５０年度以前に入学した者は従前の例による。 

  附 則 

この学則は、昭和５２年４月１日から施行する。ただし、第５条、第３２条、第３６条に限り、昭

和５１年度以前に入学した者は従前の例による。 

  附 則 

この学則は、昭和５３年４月１日から施行する。ただし、第５条、第３６条に限り、昭和５２年度

以前に入学した者は、従前の例による。 

  附 則 

この学則は、昭和５４年４月１日から施行する。ただし、第５条、第３６条に限り、昭和５３年度

以前に入学した者は、従前の例による。 

  附 則 

この学則は、昭和５５年４月１日から施行する。 

  附 則 

この学則は、昭和５６年４月１日から施行する。ただし、第５条、第３６条に限り、昭和５５年度



－10－ 

以前に入学した者は、従前の例による。 

  附 則 

この学則は、昭和５７年４月１日から施行する。ただし、第５条、第３６条に限り昭和５６年以前

に入学した者は、従前の例による。 

  附 則 

この学則は、昭和５８年４月１日から施行する。ただし、第５条、第３６条に限り昭和５６年以前

に入学した者は、従前の例による。 

  附 則 

この学則は、昭和５９年４月１日から施行する。ただし、第５条、第３７条に限り昭和５７年以前

に入学した者は、従前の例による。 

  附 則 

この学則は、昭和６０年４月１日から施行する。ただし、第３条に規定する総定員については、本

条文にかかわらず年度別各学科総定員は、次のとおりとする。 

 

 昭和５９年度 昭和６０年度 昭和６１年度 昭和６２年度 

機 械 工 学 科 ７４０名 ７６０名 ７８０名 ８００名 

電 気 工 学 科 ３６０名 ４００名 ４４０名 ４８０名 

情 報 工 学 科 １９０名 ２６０名 ３３０名 ４００名 

 

さらに、第５条、第３７条に限り昭和５７年以前に入学した者は、従前の例による。学費、入学考

査料等は、昭和６０年度入学予定者から適用する。 

   附 則 

この学則は、昭和６１年４月１日から施行する。ただし、第３条に規定する入学定員については、

本条文にかかわらず次の通りとする。 

 

学   科 入学定員 

機械工学科 ２７０名 

電気工学科 １６０名 

情報工学科 １４０名 

この定員は、次の期間に限定される。 

  始期  昭和６１年４月 １日 

  終期  平成１２年３月３１日 

附 則 

この学則は、昭和６２年４月１日から施行する。 

附 則 

この学則は、昭和６３年４月１日から施行する。ただし、昭和６２年度以前に入学した者について

は、なお従前の例による。 

附 則 

この学則は、平成元年４月１日から施行する。ただし、昭和６３年度以前に入学した者については、

なお従前の例による。 

附 則 

この学則は、平成元年４月１日から施行する。 
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附 則 

この学則は、平成元年４月１日から施行する。ただし、昭和６３年度以前に入学した者に係る授業

料及び実験実習演習費については、なお従前の例による。 

附 則 

この学則は、平成元年４月１日から施行する。ただし、第３条に規定する総定員については、本条

文にかかわらず、次のとおりとする。 

 
 昭和６１年度 昭和６２年度 昭和６３年度 

機械工学科   ８５０名   ９４０名 １,０１０名 

電気工学科   ４８０名   ５６０名   ６００名 

情報工学科   ３７０名   ４８０名   ５２０名 

 
 平成元年度 平成２年度 平成３年度 平成４年度 

機械工学科  １,０６０名  １,０４０名 １,０２０名 １,０００名 

電気工学科    ６４０名    ６４０名   ６４０名   ６４０名 

情報工学科    ５６０名    ５６０名   ５６０名   ５６０名 

材料工学科    １００名    ２００名   ３００名   ４００名 

 
 平成５～１１年度 

機械工学科   １,０００名 

電気工学科     ６４０名 

情報工学科    ５６０名 

材料工学科    ４００名 

 

この定員は、次の期間に限定される。 

始期 昭和６１年４月 １日 

終期 平成１２年３月３１日 

附 則 

１ この学則は、平成２年４月１日から施行する。ただし、第３５条の改正規定は、平成元年４月１ 

日から適用する。 

２ 昭和６３年度以前に入学した者については、第３４条の改正規定を除き、なお従前の例による。た

だし、材料工学科については、平成元年度入学生から適用する。 

附 則 

この学則は、平成２年７月２５日から施行する。 

附 則 

この学則は、平成３年７月２３日から施行し、平成３年７月１日から適用する。 

附 則 

１ この学則は、平成４年４月１日から施行する。 

２ 平成３年度以前に入学した者に係る学費の額は、改正後の学則第３７条の規定にかかわらず、次

のとおりとする。ただし、昭和５９年度に入学した者に係る授業料の額は５２０,０００円とし、昭

和６０年度から６３年度までの間に入学した者に係る授業料の額は５４０,０００円とする。 

（１） 施設拡充費   ２２０,０００円（年額） 

（２） 授業料     ６００,０００円（年額） 
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（３） 実験実習演習費  ７０,０００円（年額） 

（４） 維持費      ６０,０００円（年額） 

 

附 則 

この学則は、平成４年４月１日から施行する。ただし、学則第３条の学生定員及び平成元年４月１

日に施行した附則の総定員の規定にかかわらず、平成４年４月１日から平成１２年３月３１日までの

間の入学定員は、次のとおりとする。 

 

 入学定員 

機械工学科    ２６０名 

電気工学科    １６０名 

情報工学科    １４０名 

材料工学科    １３０名 

 

附 則 

この学則は、平成５年４月１日から施行する。 

附 則 

１ この学則は、平成６年４月１日から施行する。 

２ 平成４年度及び平成５年度に入学した者に係る授業料の額は、８２０,０００円とする。 

３ 平成３年度以前に入学した者に係る学費の額は、改正後の学則第３７条の規定にかかわらず、次

のとおりとする。ただし、昭和６２年度及び昭和６３年度に入学した者に係る授業料の額は

５４０,０００円とする。 

（１） 施設拡充費   ２２０,０００円（年額） 

（２） 授業料     ６００,０００円（年額） 

（３） 実験実習演習費  ７０,０００円（年額） 

（４） 維持費      ６０,０００円（年額） 

附 則 

この学則は、平成６年５月２５日から施行し、平成６年４月１日から適用する。 

附 則 

１ この学則は、平成８年４月１日から施行する。 

２ 平成７年度以前に入学した者については、なお従前の例による。 

附 則 

１ この学則は、平成９年４月１日から施行する。 

２ 平成８年度以前に入学した者に係る学費の額については、改正後の学則第３７条の規定にかかわ

らず、なお従前の例による。 

附 則 

１ この学則は、平成１２年４月１日から施行する。 

２ 平成１２年度から平成１６年度の間の臨時的定員を、次のとおりとする。 

 

学 科 平成１２年度 平成１３年度 平成１４年度 平成１５年度 平成１６年度 

機械工学科   ７２名   ６４名   ５６名   ４８名   ４０名 

電気工学科   ３６名   ３２名   ２８名   ２４名   ２０名 
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情報工学科   ３６名   ３２名   ２８名   ２４名   ２０名 

材料工学科   ２７名   ２４名   ２１名   １８名   １５名 

計  １７１名  １５２名  １３３名  １１４名   ９５名 

 

附 則 

この学則は、平成１２年４月１日から施行する。ただし、平成１１年４月１日以前に入学したもの

については、なお従前の例による。 

   附 則 

１ この学則は、平成１３年４月１日から施行する。 

２ 第３条に規定する機械工学科、電気電子メディア工学科、情報工学科、マテリアル工学科、シス

テムコミュニケーション工学科の収容定員については、本条文にかかわらず、次のとおりとする。 

 

学    科 平成１３年度 平成１４年度 平成１５年度 平成１６年度 

機 械 工 学 科  ７１０人 ６９５人 ６８５人 ６６５人 

電気電子メディア工学科 ４７０人 ４５５人 ４４５人 ４２５人 

情 報 工 学 科  ４１０人 ４１５人 ４２５人 ４２５人 

マ テ リ アル 工 学 科 ３７５人 ３４５人 ３１５人 ２８５人 

システムコミュニケーション工学科 ７５人 １５３人 ２３４人 ３１５人 

計 ２,０４０人 ２,０６３人 ２,１０４人 ２,１１５人 

 

３ 平成１２年４月１日以前に入学した者については、なお従前の例による。 

４ 平成１２年４月１日以前に入学した者に係る学費の額は、改正後の学則第３７条の規定にかかわ

らず、授業料の額は、９３０,０００円（年額）とする。 

   附 則 

この学則は、平成１３年４月１日から施行する。 

   附 則 

この学則は、平成１３年９月１４日から施行する。 

   附 則 

この学則は、平成１４年４月１日から施行する。 

  附 則 

１ この学則は、平成１５年４月１日から施行する。 

２ 第３条に規定する機械システム工学科、機械デザイン工学科の収容定員については、本条文にか

かわらず、次のとおりとする。 

 

学    科 平成１５年度 平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度 

機械システム工学科 ６１５人 ５２５人 ４５５人 ３８５人 

機械デザイン工学科  ７０人 １４０人 ２１０人 ２８０人 

 

３ 平成１４年４月１日以前に入学した者については、なお従前の例による。 

   附 則 

 この学則は、平成１６年４月１日から施行する。 
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   附 則 

１ この学則は、平成１８年４月１日から施行する。 

２ 平成１７年４月１日以前に入学した者については、なお従前の例による。 

   附 則 

この学則は、平成１９年４月１日から施行する。ただし、第３条に規定する収容定員については、

本条文にかかわらず、次のとおりとする。 

 

学    科 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 

機械システム工学科 ５５０人 ５６０人 ５７０人 ５８０人 

電気電子工学科 ４８５人 ４６５人 ４４５人 ４２５人 

情報工学科 ５１５人 ５２５人 ５３５人 ５４５人 

マテリアル工学科 ３２５人 ３１５人 ３０５人 ２９５人 

コンピュータ応用学科 ３２５人 ３３５人 ３４５人 ３５５人 

機械デザイン工学科 ２９５人 ２９５人 ２９５人 ２９５人 

計 ２,４９５人 ２,４９５人 ２,４９５人 ２,４９５人 

 

   附 則 

 この学則は、平成２０年４月１日から施行する。 

   附 則 

１ この学則は、平成２１年４月１日から施行する。ただし、第３条に規定する収容定員については、

本条文にかかわらず、次のとおりとする。 

 

学    科 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 

機械工学科 ５５０人 ５４０人 ５２０人 ５００人 

電気電子工学科 ４０５人 ３４３人 ２９９人 ２５５人 

情報工学科 ５１５人 ５０４人 ４８２人 ４６０人 

マテリアル工学科 ２９５人 ２７５人 ２６５人 ２５５人 

コンピュータ応用学科 ３５０人 ３６５人 ３７０人 ３７５人 

コンピュータデザイン学科 ２８５人 ２７５人 ２６５人 ２５５人 

計 ２,４００人 ２,３０２人 ２,２０１人 ２,１００人 

 

２ 平成２０年４月１日以前に入学した者は、従前の例による。 

３ 平成２１年４月１日以前に入学した者に係わる学費の額は、改正後の学則３７条の規定にかかわ

らず、なお従前の例による。 

   附 則 

この学則は、平成２２年４月１日から施行する。ただし、平成２１年度以前に入学した者は、従前
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の例による。 

   附 則 

１ この学則は、平成２３年４月１日から施行する。ただし、第３条に規定する収容定員については、

本条文にかかわらず、次のとおりとする。 

 

学    科 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 

機械工学科 ５２０人 ５００人 ５００人 ５００人 

電気電子工学科 ２９９人 ２５５人 ２５５人 ２５５人 

情報工学科 ４６２人 ４１９人 ３９７人 ３７５人 

人間環境学科 １２３人 １８９人 ２５５人 ２５５人 

マテリアル工学科 １４２人  ６６人   ０人   ０人 

コンピュータ応用学科 ３９０人 ４１６人 ４３８人 ４６０人 

コンピュータデザイン学科 ２６５人 ２５５人 ２５５人 ２５５人 

計 ２,２０１人 ２,１００人 ２,１００人 ２,１００人 

 

２ 平成２２年４月１日以前に入学した者は、従前の例による。 

３ 第５条に規定する教育課程のうちコンピュータ応用学科、コンピュータデザイン学科の教育課程

は、平成２２年度入学生から適用する。 

   附 則 

この学則は、平成２４年４月１日から施行する。ただし、第５条に規定する教育課程は、平成２２

年度入学生から適用する。 

   附 則 

１ この学則は、平成２５年４月１日から施行する。ただし、第３条に規定する収容定員については、

本条文にかかわらず、次のとおりとする。 

 

学    科 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 

機械工学科 ４９５人 ４９０人 ４８５人 ４８０人 

電気電子工学科 ２５５人 ２５５人 ２５５人 ２５５人 

情報工学科 ３９７人 ３７５人 ３７５人 ３７５人 

人間環境学科 ２５５人 ２５５人 ２５５人 ２５５人 

コンピュータ応用学科 ４４３人 ４７０人 ４７５人 ４８０人 

コンピュータデザイン学科 ２５５人 ２５５人 ２５５人 ２５５人 

計 ２,１００人 ２,１００人 ２,１００人 ２,１００人 

 

２ 平成２４年４月１日以前に入学した者は、従前の例による。 
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   附 則 

この学則は、平成２６年４月１日から施行する。第１条の２、第２条及び第３条の規定については、

平成２６年度入学生から適用する。 

   附 則 

１ この学則は、平成２７年４月１日から施行する。 

２ 第３条に規定する収容定員については、本条文にかかわらず、次のとおりとする。 

 

学    科 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 

機械工学科 ４８０人 ４７０人 ４６５人 ４６０人 

電気電子工学科 ２５５人 ２５５人 ２５５人 ２５５人 

情報工学科 ４０５人 ４３５人 ４６５人 ４９５人 

人間環境学科 ２５５人 ２５５人 ２５５人 ２５５人 

コンピュータ応用学科 ４６０人 ４５０人 ４３５人 ４２０人 

総合デザイン学科 ２４５人 ２３５人 ２２５人 ２１５人 

計 ２,１００人 ２,１００人 ２,１００人 ２,１００人 

 

３ 第３５条に規定する教職科目教育課程は、平成２７年度入学生から適用する。 

   附 則 

１ この学則は、平成２８年４月１日から施行する。ただし、第３条に規定する収容定員については、

本条文にかかわらず、次のとおりとする。 

 

学    科 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度 

機械工学科 ４７０人 ４６５人 ４６０人 ４６０人 

電気電子工学科 ２５５人 ２５５人 ２５５人 ２５５人 

情報工学科 ４４５人 ４８６人 ５２８人 ５４０人 

人間環境学科 ２５０人 ２４５人 ２４０人 ２３５人 

コンピュータ応用学科 ４５０人 ４３４人 ４１７人 ４１５人 

総合デザイン学科 ２３０人 ２１５人 ２００人 １９５人 

計 ２,１００人 ２,１００人 ２,１００人 ２,１００人 

 

２ 平成２７年４月１日以前に入学した者は、従前の例による。 

附 則 

１ この学則は、平成２８年４月１日から施行する。 

２ 工学部マテリアル工学科は、平成２８年３月３１日で廃止する。 

附 則 

１ この学則は、平成２９年４月１日から施行する。 
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２ 平成２８年度以前に入学した者は、従前の例による。 

３ 大学院工学研究科材料工学専攻は、平成２９年３月３１日で廃止する。 

   附 則 

１  この学則は、平成３０年４月１日から施行する。ただし、第３条に規定する収容定員については、

本条文にかかわらず、次のとおりとする。 

 

学    科 平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度 平成３３年度 

機械工学科 ４６０人 ４６０人 ４６０人 ４６０人 

電気電子工学科 ２４５人 ２３５人 ２２５人 ２１５人 

情報工学科 ５３８人 ５６０人 ５７０人 ５８０人 

人間環境学科 ２４０人 ２３５人 ２３５人 ２３５人 

コンピュータ応用学科 ４１７人 ４１５人 ４１５人 ４１５人 

総合デザイン学科 ２００人 １９５人 １９５人 １９５人 

計 ２，１００人 ２，１００人 ２，１００人 ２，１００人 

 

２ 平成２９年４月１日以前に入学した者は、従前の例による。 

附 則 

１ この学則は、平成３０年４月１日から施行する。 

２ 平成２８年度以前に入学した者は、従前の例による。 

   附 則 

１  この学則は、平成３１年４月１日から施行する。ただし、第３条に規定する収容定員については、

本条文にかかわらず、次のとおりとする。 

 

学    科 平成３１年度 平成３２年度 平成３３年度 平成３４年度 

機械工学科 ４６０人 ４６０人 ４６０人 ４６０人 

電気電子工学科 ２３０人 ２１５人 ２００人 １９５人 

情報工学科 ５６５人 ５８０人 ５９５人 ６００人 

コンピュータ応用学科 ４１５人 ４１５人 ４１５人 ４１５人 

総合デザイン学科 １９５人 １９５人 １９５人 １９５人 

人間環境学科 ２３５人 ２３５人 ２３５人 ２３５人 

計 ２，１００人 ２，１００人 ２，１００人 ２，１００人 

 

２ 平成３０年４月１日以前に入学した者は、従前の例による。 

附 則 

１ この学則は、平成３１年４月１日から施行する。 

２ 平成２８年度以前に入学した者は、従前の例による。 

  附 則 
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１  この学則は、平成３２年４月１日から施行する。ただし、第３条に規定する収容定員については、

本条文にかかわらず、次のとおりとする。 

 

学    科 平成３２年度 平成３３年度 平成３４年度 平成３５年度 

機械工学科 ４５０人 ４４０人 ４３０人 ４２０人 

電気電子工学科 ２２０人 ２１０人 ２１０人 ２１５人 

情報工学科 ５８５人 ６０５人 ６１５人 ６２０人 

コンピュータ応用学科 ４１５人 ４１５人 ４１５人 ４１５人 

総合デザイン学科 ２００人 ２０５人 ２１０人 ２１５人 

人間環境学科 ２３０人 ２２５人 ２２０人 ２１５人 

計 ２，１００人 ２，１００人 ２，１００人 ２，１００人 

 

２ 平成３１年４月１日以前に入学した者は、従前の例による。 

附 則 

この学則は、令和４年４月１日から施行する。 

附 則 

１ この学則は、令和５年４月１日から施行する。ただし、第３条に規定する収容定員については、

本条文にかかわらず、次のとおりとする。 

 

学 部 学 科 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 

工学部 

機械工学科 ４１２人 ４０４人 ４００人 ４００人 

電気電子工学科 ２０９人 ２０３人 ２００人 ２００人 

情報工学科 ４６２人 ３０４人 １５０人 ０人 

コンピュータ応用学科 ３０９人 ２０３人 １００人 ０人 

総合デザイン学科 ２０９人 ２０３人 ２００人 ２００人 

人間環境学科 ２０９人 ２０３人 ２００人 ２００人 

情報学部 情報学科 ２７５人 ５５０人 ８２５人 １，１００人 

計 ２，０８５人 ２，０７０人 ２，０７５人 ２，１００人 

 

２ 令和４年度以前に入学した者は、従前の例による。 

３ 工学部情報工学科及びコンピュータ応用学科は令和４年度末をもって募集を停止し、それぞれの

学科は在学生がいなくなった後に廃止するものとする。なお、廃止までの間は各学科の従前の教

育課程を継続して適用するものとする。 
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別表第１－１ 

工学部 共通基盤科目 
 

区 

分 

分 

野 

授業科目の名称 

各 年 次 週 授 業 時 間 数 単位数 

備   考 1 2 3 4 必
修 

選
択 前 後 前 後 前 後 前 後 

共

通

基

盤

科

目

 

基

礎

 

共通基盤ワークショップ１Ａ 4        2   

共通基盤ワークショップ１Ｂ  4       2   

発

展

 

共通基盤ワークショップ２Ａ   4      2   

共通基盤ワークショップ２Ｂ    4     2   

 

 

 
別表第１－２ 

情報学部 共通基盤科目 
 

区 

分 

分 

野 

授業科目の名称 

各 年 次 週 授 業 時 間 数 単位数 

備   考 1 2 3 4 必
修 

選
択 前 後 前 後 前 後 前 後 

共

通

基

盤

科

目

 

基

礎

 

共通基盤ワークショップ１Ａ 4        2   

共通基盤ワークショップ１Ｂ  4       2   

発

展

 

共通基盤ワークショップ２Ａ   4      2   

共通基盤ワークショップ２Ｂ    4     2   
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別表第２－１ 
工学部 社会人基礎科目   １／２ 

 

区 

分 

分 

野 

授業科目の名称 

各 年 次 週 授 業 時 間 数 単位数 

備   考 1 2 3 4 必
修 

選
択 前 後 前 後 前 後 前 後 

社

会

人

基

礎

科

目

 

キ
ャ
リ
ア 

修学基礎 2        2   

キャリア形成     2    2   

進路研究      2   2   

技術者倫理 (2) (2) (2) (2) (2) (2)    2  

文章作成法 (2) (2) (2) (2) (2) (2)    2  

学科横断プログラム２Ａ   ＊       2 ☆ 注１を参照 

学科横断プログラム２Ｂ    ＊      2 ☆ 注１を参照 

学科横断プログラム３Ａ     ＊     2 ☆ 注１を参照 

学科横断プログラム３Ｂ      ＊    2 ☆ 注１を参照 

社

会

連

携

 

社会貢献活動概論 (2)  (2)  (2)     2  

社会貢献活動１ ＊ ＊ ＊ ＊      2 ☆ 注１を参照 

社会貢献活動２   ＊ ＊ ＊ ＊    2 ☆ 注１を参照 

インターンシップ１   ＊ ＊ ＊ ＊    2 ☆ 注１を参照 

インターンシップ２     ＊ ＊    2 ☆ 注１を参照 

プロジェクト実習Ａ ＊  ＊  ＊     2 ☆ 注１を参照 

プロジェクト実習Ｂ  ＊  ＊  ＊    2 ☆ 注１を参照 

社会連携講座（１） (2) (2) (2) (2) (2) (2)    2  

社会連携講座（２） (2) (2) (2) (2) (2) (2)    2  

社会連携講座（３） (2) (2) (2) (2) (2) (2)    2  

社会連携講座（４） (2) (2) (2) (2) (2) (2)    2  

社会連携講座（５） (2) (2) (2) (2) (2) (2)    2  

社会連携講座（６） (2) (2) (2) (2) (2) (2)    2  

社会連携講座（７） (2) (2) (2) (2) (2) (2)    2  

社会連携講座（８） (2) (2) (2) (2) (2) (2)    2  

人

間

と
社

会

 

哲学をもつ (2) (2)        2  

心理をよむ (2) (2)        2  

文化をはぐくむ (2) (2)        2  

歴史をみつめる (2) (2)        2  

くらしと法   (2) (2)      2 
これら３科目の中

から１科目を選択

必修 
 

政治行動   (2) (2)      2 

日本国憲法   (2) (2)      2 

国際政治経済     (2) (2)    2 
これら３科目の中

から１科目を選択

必修 
 

外交と安全保障     (2) (2)    2 

グローバルデータ分析     (2) (2)    2 

市場と経済     (2) (2)    2 
これら３科目の中

から１科目を選択

必修 
 

企業経営     (2) (2)    2 

会計と財務     (2) (2)    2 

物語をつくる (2) (2)        2  

外

国

語

 

英語リテラシー１ 2        2   

英語リテラシー２  2       2   

英語コミュニケーション１   2      2   

英語コミュニケーション２    2     2   

ベーシック・イングリッシュ (2) (2)        2  

実用英語   (2) (2)      2  

時事ビジネス英語     (2) (2)    2  

中国文化言語 (2) (2) (2) (2) (2) (2)    2  
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工学部 社会人基礎科目   ２／２ 

 

区 

分 

分 

野 

授業科目の名称 

各 年 次 週 授 業 時 間 数 単位数 

備   考 1 2 3 4 必
修 

選
択 前 後 前 後 前 後 前 後 

社

会

人

基

礎

科

目

 

外

国

語

 

朝鮮文化言語 (2) (2) (2) (2) (2) (2)    2  

ロシア文化言語 (2) (2) (2) (2) (2) (2)    2  

海外語学研修 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊    2 ☆ 注１を参照 

日本語Ａ (2)  (2)       2  

日本語Ｂ  (2)  (2)      2  

健

康

と
ス
ポ
ー
ツ 

スポーツ基礎Ａ 2        1   

スポーツ基礎Ｂ  2       1   

スポーツ発展Ａ   2       2  

スポーツ発展Ｂ    2      2  

生涯スポーツ論  (2)  (2)      2  

シーズンスポーツ  ＊  ＊  ＊    1 ★ 注２を参照 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
基

礎

 

コンピュータリテラシ入門 2         1  

コンピュータリテラシ基礎 2        1   

コンピュータリテラシ応用  2       1   

コンピュータリテラシ発展   (2) (2) (2) (2)    2  

社会とコンピュータ    2      2  

コンピュータのしくみ (2) (2) (2) (2) (2) (2)    2  

注１ ☆の科目は集中開講の授業として合計 60時間以上実施する。なお、実施の詳細については別に定める。 

注２ ★の科目は集中開講の授業として合計 30時間以上実施する。なお、実施の詳細については別に定める。 

注３ 「各年次週授業時間数」欄において、時間数が（ ）や＊で示された科目は、履修が可能な最低年次と履修推奨年次を示し、 

それぞれ記載の学期で開講される。 

注４ 科目名称の後部につく１、２は、基礎、応用のように難易度を示す。 

注５ 科目名称の後部につくＡ、Ｂは、それぞれ前学期、後学期の配当であることを示す。 

 



－22－ 

別表第２－２ 
情報学部 社会人基礎科目   １／２ 

 

区 

分 

分 

野 

授業科目の名称 

各 年 次 週 授 業 時 間 数 単位数 

備   考 1 2 3 4 必
修 

選
択 前 後 前 後 前 後 前 後 

社

会

人

基

礎

科

目

 

キ
ャ
リ
ア 

修学基礎 2        2   

キャリア形成     2    2   

進路研究      2   2   

技術者倫理 (2) (2)        2  

文章作成法 (2) (2)        2  

学術横断プログラム２Ａ   ＊       2 ☆ 注１を参照 

学術横断プログラム２Ｂ    ＊      2 ☆ 注１を参照 

学術横断プログラム３Ａ     ＊     2 ☆ 注１を参照 

学術横断プログラム３Ｂ      ＊    2 ☆ 注１を参照 

社

会

連

携

 

社会連携講座（１） (2) (2)        2  

社会連携講座（２） (2) (2)        2  

社会連携講座（３） (2) (2)        2  

社会連携講座（４） (2) (2)        2  

社会連携講座（５） (2) (2)        2  

社会連携講座（６） (2) (2)        2  

プロジェクト実習 ＊         2 ☆ 注１を参照 

社会貢献活動概論 (2)         2  

社会貢献活動１ ＊ ＊        2 ☆ 注１を参照 

社会貢献活動２   ＊ ＊      2 ☆ 注１を参照 

インターンシップ１   ＊ ＊      2 ☆ 注１を参照 

インターンシップ２     ＊ ＊    2 ☆ 注１を参照 

人

間

と
社

会

 

哲学をもつ (2) (2)        2  

心理をよむ (2) (2)        2  

文化をはぐくむ (2) (2)        2  

歴史をみつめる (2) (2)        2  

物語をつくる (2) (2)        2  

くらしと法   (2) (2)      2 
これら３科目の中

から１科目を選択

必修 
 

政治行動   (2) (2)      2 

日本国憲法   (2) (2)      2 

国際政治経済     (2) (2)    2 
これら３科目の中

から１科目を選択

必修 
 

外交と安全保障     (2) (2)    2 

グローバルデータ分析     (2) (2)    2 

市場と経済     (2) (2)    2 
これら３科目の中

から１科目を選択

必修 
 

企業経営     (2) (2)    2 

会計と財務     (2) (2)    2 

外

国

語

 

英語総合基礎 2        2   

英語総合発展  2       2   

入門英語 (2) (2)        2  

実用英語 (2) (2)        2  

英語資格チャレンジ (2) (2)        2  

英語コミュニケーション   (2) (2)      2  

時事ビジネス英語   (2) (2)      2  

中国文化言語 (2) (2)        2  

朝鮮文化言語 (2) (2)        2  

ロシア文化言語 (2) (2)        2  
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情報学部 社会人基礎科目   ２／２ 

 

区 

分 

分 

野 

授業科目の名称 

各 年 次 週 授 業 時 間 数 単位数 

備   考 1 2 3 4 必
修 

選
択 前 後 前 後 前 後 前 後 

社

会

人

基

礎

科

目

 

外

国

語

 

日本語Ａ 2         2  

日本語Ｂ  2        2  

海外語学研修   ＊ ＊      2 ☆ 注１を参照 

健

康

と
ス
ポ
ー
ツ 

スポーツで健康を科学する   2      2   

スポーツで健康をデザインする    2     2   

スポーツを分析する 2         2  

スポーツをマネジメントする  2        2  

生涯スポーツ論 2         2  

サーフィン実習  ＊        1 ★ 注２を参照 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
基

礎

 

コンピュータリテラシ基礎 2         2 メディア授業 

コンピュータリテラシ応用  2        2 メディア授業 

コンピュータリテラシ発展   (2) (2)      2  

社会とコンピュータ    2      2  

注１ ☆の科目は集中開講の授業として合計 60時間以上実施する。なお、実施の詳細については別に定める。 

注２ ★の科目は集中開講の授業として合計 30時間以上実施する。なお、実施の詳細については別に定める。 

注３ 「各年次週授業時間数」欄において、時間数が（ ）や＊で示された科目は、履修が可能な最低年次と履修推奨年次を示し、 

それぞれ記載の学期で開講される。 

注４ 科目名称の後部につく１、２は、基礎、応用のように難易度を示す。 

注５ 科目名称の後部につくＡ、Ｂは、それぞれ前学期、後学期の配当であることを示す。 

 



－24－ 

別表第３－１－１ 
工学部 機械工学科   １／２ 

 

区 

分 

分 

野 

授業科目の名称 

各 年 次 週 授 業 時 間 数 単位数 

備   考 1 2 3 4 必
修 

選
択 前 後 前 後 前 後 前 後 

学 

科 

専 

門 

科 

目 

基 

礎 

エンジニアリング基礎  2       2   

工作実習１ 4        2   

３次元ＣＡＤ 4        2   

基礎製図  4       2   

工作実習２  4       2   

材料科学１  2       2   

工業数学・力学基礎 2         2  

メカトロニクス入門 2         2  

機械工学入門 2         2  

流体・工業熱力学基礎   2       2 ※１ 注１を参照 

材料力学基礎   2       2 ※２ 注２を参照 

機械力学・計測制御基礎    2      2 ※１ 注１を参照 

標 

準 

工業数学・力学１ (4) (4)       4   

工業数学・力学２  (2) (2)      2   

機械設計製図１   4      2   

基礎実験   (4) (4)     2   

材料力学１   (2) (2)     2   

機械設計製図２    4     2   

機械実験     (4) (4)   2   

応用数学   2       2  

材料科学２   2       2  

工業熱力学１   (2) (2)      2 ※１ 注１を参照 

流体力学１   (2) (2)      2 ※１ 注１を参照 

機械加工  2        2  

機械力学１    (2) (2)     2 ※１ 注１を参照 

計測制御１    (2) (2)     2 ※１ 注１を参照 

数値計算法     2     2  

機械の線形代数学  2        2  

機械のＣ言語   2       2  

発 

展 

専門ゼミ      2   2   

工業数学・力学３   2       2  

材料力学２    (2) (2)     2 ※２ 注２を参照 

流体力学２     2     2  

工業熱力学２     2     2  

機械設計法     2     2  

ＣＡＤ応用     4     2  

自動車工学     2     2  

先端加工   2       2  

機械力学２      2    2  

計測制御２      2    2  

生産システム    2      2  

先端材料      2    2  

伝熱工学      2    2  

メカトロニクス      2    2  

流体機械      2    2  

ロボット工学    2      2  

成形加工    2      2  
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工学部 機械工学科   ２／２ 

 

卒業に必要な修得単位数 

共通基盤科目８単位、社会人基礎科目３２単位以上、学科専門科目（「教職」分野の科目を除く。）７０単位以上、 

自由科目１４単位以上、計１２４単位以上 

注１ ※１に示す６科目のうち、「流体・工業熱力学基礎」と「機械力学・計測制御基礎」の組み合わせ、 

「流体力学１」と「工業熱力学１」の組み合わせ、「機械力学１」と「計測制御１」の組み合わせから 

２つの組み合わせ、合計４科目８単位を選択必修 

注２ 「材料力学基礎」と「材料力学２」の２科目から、１科目２単位を選択必修 

注３ ☆の科目は春季集中開講の授業として合計 60時間以上実施する。なお、実施の詳細については別に定める。 

注４ ★の科目は春季集中開講の授業として合計 30時間以上実施する。なお、実施の詳細については別に定める。 

注５ 「各年次週授業時間数」欄において、時間数が（ ）で示された科目は、それぞれ記載の年次・学期で開講される。 

注６ 科目名称の後部につく１、２は、基礎、応用のように難易度を示す。 

注７ 科目名称の後部につくＡ、Ｂは、それぞれ前学期、後学期の配当であることを示す。 

区 

分 

分 

野 

授業科目の名称 

各 年 次 週 授 業 時 間 数 単位数 

備   考 1 2 3 4 必
修 

選
択 前 後 前 後 前 後 前 後 

学 

科 

専 

門 

科 

目 

総 

合 

機械工学リテラシＡ 4         2  
 
 
 
 
これら４科目の
中から１科目を
選択必修 

機械工学リテラシＢ  4        2 

機械工学プロジェクト基礎Ａ   4       2 

機械工学プロジェクト基礎Ｂ    4      2 

機械工学プロジェクト発展Ａ     4     2 

機械工学プロジェクト発展Ｂ      4    2 

卒業研究Ａ       10  5  

卒業研究 B        10 5  

教 

職 

工業概論   2       2 

 
 
 
 
「教職」分野の科
目は、卒業単位
数には含めない 

職業指導１   2       2 

職業指導２    2      2 

微分積分学１ 2         2 

微分積分学２  2        2 

線形代数１  2        2 

線形代数２   2       2 

平面と空間の幾何学   2       2 

確率・統計１   2       2 

確率・統計２    2      2 

幾何学１    2      2 

幾何学２     2     2 

代数学     2     2 

フーリエ解析     2     2 

ベクトル解析      2    2 

複素関数論      2    2 

栽培   2       1 

栽培実習   2       1 

電気実習    ＊      2 ☆ 注３を参照 

木材加工      2    2  

木材加工実習      ＊    1 ★ 注４を参照 

金属加工      2    2  
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別表第３－１－２ 

工学部 電気電子工学科   １／２ 
 

区 

分 

分 

野 

授業科目の名称 

各 年 次 週 授 業 時 間 数 単位数 

備   考 1 2 3 4 必
修 

選
択 前 後 前 後 前 後 前 後 

学 

科 

専 

門 

科 

目 

基 

礎 

電気数学１ 2        2   

電気回路１ 2        2   

電気の物理１ 2        2   

電気数学２  2       2   

電気回路２  2       2   

電気の物理２  2       2   

電気計測１ 2        2   

電気計測２  2       2   

標 

準 

プログラミング 2         2  

電気応用数学   2       2  

交流電気回路   2       2  

電磁気学１   2       2  

高周波電気回路    2      2  

電磁気学２    2      2  

メカトロニクスシステム     2     2  

情報通信理論１     2     2  

自動制御１     2     2  

情報通信理論２      2    2  

自動制御２      2    2  

発 

展 

電気機器工学     2     2  

発変電工学     2     2  

送配電工学１     2     2  

通信工学１     2     2  

コンピュータ工学  2        2  

電子回路１     2     2  

半導体工学１     2     2  

電気・電子材料     2     2  

電気設備工学     2     2  

電気応用   2       2  

電波とアンテナ      2    2  

パワーエレクトロニクス      2    2  

送配電工学２      2    2  

通信工学２      2    2  

電子回路２      2    2  

半導体工学２      2    2  

高周波電磁気学       2   2  

情報通信工学特論       2   2  

電波法及び電気通信法    2      2  

電気法規及び施設管理       2   2  

電気設計及び製図    2      2  

総 

合 

電気電子工学基礎  2       2   

電気基礎実験１   4      2   

実験学１   2      2   
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工学部 電気電子工学科   ２／２ 

 

区 

分 

分 

野 

授業科目の名称 

各 年 次 週 授 業 時 間 数 単位数 

備   考 1 2 3 4 必
修 

選
択 前 後 前 後 前 後 前 後 

学 

科 

専 

門 

科 

目 

総 

合 

電気基礎実験２    4     2   

実験学２    2     2   

電子工学実験      4    2 
 

これら２科目の中から 

１科目を選択必修 
 

電気工学実験      4    2 

電気電子プロジェクト       4   2  

卒業研究Ａ       10  5   

卒業研究Ｂ        10 5   

教 

職 

工業概論   2       2 

 
 
 
 
「教職」分野の科
目は、卒業単位
数には含めない 

職業指導１   2       2 

職業指導２    2      2 

微分積分学１ 2         2 

微分積分学２  2        2 

線形代数１  2        2 

線形代数２   2       2 

平面と空間の幾何学   2       2 

微分方程式   2       2 

確率・統計１   2       2 

確率・統計２    2      2 

幾何学１    2      2 

幾何学２     2     2 

代数学     2     2 

フーリエ解析     2     2 

ベクトル解析      2    2 

複素関数論      2    2 

栽培   2       1 

栽培実習   2       1 

工作実習     ＊     2 ☆ 注１を参照 

木材加工      2    2  

木材加工実習      ＊    1 ★ 注２を参照 

金属加工      2    2  

卒業に必要な修得単位数 

共通基盤科目８単位、社会人基礎科目３２単位以上、学科専門科目（「教職」分野の科目を除く。）７０単位以上、 

自由科目１４単位以上、計１２４単位以上 

注１ ☆の科目は夏季集中開講の授業として合計 60時間以上実施する。なお、実施の詳細については別に定める。 

注２ ★の科目は春季集中開講の授業として合計 30時間以上実施する。なお、実施の詳細については別に定める。 

注３ 科目名称の後部につく１、２は、基礎、応用のように難易度を示す。 

注４ 科目名称の後部につくＡ、Ｂは、それぞれ前学期、後学期の配当であることを示す。 
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別表第３－１－３ 
工学部 総合デザイン学科   １／２ 

 

区 

分 

分 

野 

授業科目の名称 

各 年 次 週 授 業 時 間 数 単位数 

備   考 1 2 3 4 必
修 

選
択 前 後 前 後 前 後 前 後 

学 

科 

専 

門 

科 

目 

基 

礎 

工学リテラシー 2        2   

製図基礎 2        2   

デザイン表現基礎１ 4        2   

デザインプログラミング  2       2   

３次元ＣＡＤ入門  2       2   

デザイン表現基礎２  4       2   

モノづくり実習  4        2  

標 

準 

３次元ＣＡＤ基礎   2      2   

エレクトロニクス   2       2  

デザイン表現１   4       2  

機構デザイン   2       2  

イメージプロセッシング   2       2  

インテリアデザイン１   2       2  

メカトロニクス基礎    2      2  

工業材料    2      2  

３次元ＣＡＤ応用    2      2  

デザイン表現２    4      2  

インテリアデザイン２    2      2  

センシングとモーション    2      2  

発 

展 

材料力学     2     2  

メカトロニクス応用     2     2  

２次元ＣＡＤ     2     2  

ＣＡＤ発展     2     2  

サウンドとムービー     2     2  

社会環境デザイン     2     2  

プロダクトデザイン     2     2  

インタラクティブデザイン      2    2  

建築デザイン      2    2  

設計工学      2    2  

ＣＡＤ演習      2    2  

バーチャルリアリティ      2    2  

モビリティデザイン      2    2  

ランドスケープデザイン      2    2  

総 

合 

総合デザインプロジェクト１Ａ 8        4   

総合デザインプロジェクト１Ｂ  8       4   

総合デザインプロジェクト２Ａ   8      4   

総合デザインプロジェクト２Ｂ    8     4   

総合デザインプロジェクト３Ａ     8     4  

総合デザインプロジェクト３Ｂ      8    4  

卒業研究Ａ       10  5   

卒業研究Ｂ        10 5   

教 

職 

工業概論   2       2 
「教職」分野の科
目は卒業単位数
には含めない 

職業指導１   2       2 

職業指導２    2      2 
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工学部 総合デザイン学科   ２／２ 

 

区 

分 

分 

野 

授業科目の名称 

各 年 次 週 授 業 時 間 数 単位数 

備   考 1 2 3 4 必
修 

選
択 前 後 前 後 前 後 前 後 

学
科
専
門
科
目 

教 

職 

栽培   2       1  
「教職」分野の科
目は卒業単位数
には含めない 

栽培実習   2       1 

木材加工      2    2 

木材加工実習      ＊    1 ☆ 注１を参照 

金属加工      2    2  

卒業に必要な修得単位数 

共通基盤科目８単位、社会人基礎科目３２単位以上、学科専門科目（「教職」分野の科目を除く。）７０単位以上、 

自由科目１４単位以上、計１２４単位以上 

注１ ☆の科目は春季集中開講の授業として合計 30時間以上実施する。なお、実施の詳細については別に定める。 

注２ 科目名称の後部につく１、２は、基礎、応用のように難易度を示す。 

注３ 科目名称の後部につくＡ、Ｂは、それぞれ前学期、後学期の配当であることを示す。 
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別表第３－１－４ 

工学部 人間環境学科   １／２ 
 

区 

分 

分 

野 

授業科目の名称 

各 年 次 週 授 業 時 間 数 単位数 

備   考 1 2 3 4 必
修 

選
択 前 後 前 後 前 後 前 後 

学 

科 

専 

門 

科 

目 

基 

礎 

人間環境学入門 2        2   

数理基礎 2        2   

無機化学 2        2   

データ解析法 2        2   

電気・電子工学  2       2   

有機化学  2       2   

人体生理学  2       2   

工業基礎力学  2       2   

標 

準 

応用健康科学   2      2   

電気計測工学   2      2   

生物工学   2      2   

固体物性   2      2   

構造設計    2     2   

生体物性    2     2   

環境・エネルギー工学    2     2   

科学技術英語    2     2   

発 

展 

人間環境学総論       2  2   

海洋スポーツ演習  ＊        2 ☆ 注１を参照 

危険物の取り扱い   2       2  

海洋環境科学   2       2  

環境技術論    2      2  

医用機器概論    2      2  

脳科学    2      2  

マリンスポーツ工学    2      2  

化学工学     2     2  

運動生理学     2     2  

環境システム論     2     2  

病院情報論     2     2  

製品企画論     2     2  

機器分析     2     2  

構造材料     2     2  

スポーツ用具作成Ａ     8     4  

人工臓器概論      2    2  

運動栄養学      2    2  

機能材料      2    2  

応用物理化学      2    2  

スポーツ用具作成Ｂ      8    4  

人間環境学演習      2    2  

総 

合 

人間環境学実験１ 4        2   

人間環境学実験２  4       2   

人間環境学実験３   4      2   

人間環境学実験４    4     2   

人間環境学実験５     4    2   
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工学部 人間環境学科   ２／２ 

 

区 

分 

分 

野 

授業科目の名称 

各 年 次 週 授 業 時 間 数 単位数 

備   考 1 2 3 4 必
修 

選
択 前 後 前 後 前 後 前 後 

学 

科 

専 

門 

科 

目 

総
合 

卒業研究Ａ       10  5   

卒業研究Ｂ        10 5   

教 

職 

工業概論   2       2 
 
 
 
「教職」分野の科
目は卒業単位数
には含めない 

職業指導１   2       2 

職業指導２    2      2 

栽培   2       1 

栽培実習   2       1 

電気実習    ＊      2 ★ 注２を参照 

工作実習     ＊     2 ◇ 注３を参照 

木材加工      2    2  

木材加工実習      ＊    1 ◆ 注４を参照 

金属加工      2    2  

卒業に必要な修得単位数 

共通基盤科目８単位、社会人基礎科目３２単位以上、学科専門科目（「教職」分野の科目を除く。）７０単位以上、 

自由科目１４単位以上、計１２４単位以上 

注１ ☆の科目は夏季集中開講の授業として合計 30時間以上実施する。なお、実施の詳細については別に定める。 

注２ ★の科目は春季集中開講の授業として合計 60時間以上実施する。なお、実施の詳細については別に定める。 

注３ ◇の科目は夏季集中開講の授業として合計 60時間以上実施する。なお、実施の詳細については別に定める。 

注４ ◆の科目は春季集中開講の授業として合計 30時間以上実施する。なお、実施の詳細については別に定める。 

注５ 科目名称の後部につく１、２は、基礎、応用のように難易度を示す。 

注６ 科目名称の後部につくＡ、Ｂは、それぞれ前学期、後学期の配当であることを示す。 
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別表第３－２－１ 

情報学部 情報学科   １／３ 
 

区 

分 

分 

野 

授業科目の名称 

各 年 次 週 授 業 時 間 数 単位数 

備   考 1 2 3 4 必
修 

選
択 前 後 前 後 前 後 前 後 

学 

科 

専 

門 

科 

目 

専
門
基
礎 

コンピュータシステム入門 2        2  メディア授業 

データサイエンス入門１ 2        2  メディア授業 

プログラミング基礎 2        2  メディア授業 

プログラミングのための基礎数学 2        2  メディア授業 

データサイエンス入門２  2       2  メディア授業 

データサイエンスのためのプログラミ

ング基礎 
 2       2  メディア授業 

プログラミング実習  4       2   

オブジェクト指向プログラミング実習   4      2   

情報倫理    2     2  メディア授業 

課
題
解
決
型
実
習 

情報学実習Ａ 4        2   

情報学実習Ｂ  4       2   

情報学課題解決実習２Ａ   8       4 ※１ 注１を参照 

情報学課題解決実習２Ｂ    8      4 ※２ 注２を参照 

情報学課題解決実習３Ａ     8     4 ※３ 注３を参照 

情報学課題解決実習３Ｂ      8    4  

卒業研究Ａ       10  5   

卒業研究Ｂ        10 5   

数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス 

確率統計リテラシ１ 2         2 ※４ 注４を参照 
メディア授業 

確率統計リテラシ２  2        2 ※５ 注５を参照 
メディア授業 

線形代数  2        2 ※５ 注５を参照 
メディア授業 

微分積分学  2        2 ※５ 注５を参照 
メディア授業 

データサイエンス実践   2       2 ※１ 注１を参照 

離散数学   2       2  

プログラミングのための線形代数１   2       2  

プログラミングのための微分積分学１   2       2  

平面と空間の幾何学   2       2  

ビジネスとデータサイエンス    2      2 ※２ 注２を参照 

プログラミングのための線形代数２    2      2  

プログラミングのための微分積分学２    2      2  

ゲームの物理演算    2      2  

データサイエンス実習    4      2  

幾何学１    2      2 メディア授業 

幾何学２     2     2  

人工知能     2     2 ※３ 注３を参照 
メディア授業 

数値計算プログラミング     2     2 メディア授業 

代数学     2     2  

最適化数学      2    2  

人工知能実習      4    2  

多変量解析入門      ＊    2 ☆ 注６を参照 
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情報学部 情報学科   ２／３ 

 

区 

分 

分 

野 

授業科目の名称 

各 年 次 週 授 業 時 間 数 単位数 

備   考 1 2 3 4 必
修 

選
択 前 後 前 後 前 後 前 後 

学 

科 

専 

門 

科 

目 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス 

プログラミングリテラシ ＊         2 ☆ 注６を参照 

論理回路   2       2 ※１ 注１を参照 

ネットワークアーキテクチャ   2       2 ※１ 注１を参照 

アルゴリズムとデータ構造実習   4       2 ※１ 注１を参照 

データベース    2      2 ※２ 注２を参照 
メディア授業 

センシング技術    2      2  

オペレーティングシステム実習    4      2 ※２ 注２を参照 

コンピュータアーキテクチャ     2     2 ※３ 注３を参照 

コンパイラ     2     2 ※３ 注３を参照 

情報理論     2     2 ※３ 注３を参照 

組込プログラミング     2     2  

通信プログラミング実習     4     2  

暗号とセキュリティ     2     2 ※３ 注３を参照 

データベース実習     4     2  

ソフトウェア工学      2    2  

クラウドコンピューティング      2    2  

モバイルプログラミング実習      4    2  

ＩｏＴ実習      4    2  

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
サ
イ
エ
ン
ス 

コンピュータグラフィックス入門実習 4         2 
※４ 注４を参照 
メディア授業 
 

身近なサイエンス  2        2 メディア授業 

コンピュータグラフィックス活用実習  4        2 ※５ 注５を参照 

ゲーム制作実習  4        2 ※５ 注５を参照 

ヒューマンインタフェース  2        2  

デザイン思考   2       2 ※１ 注１を参照 
メディア授業 

Ｗｅｂ入門   2       2 メディア授業 

Ｗｅｂデザイン   2       2 ※１ 注１を参照 

コミュニケーション工学   2       2  

コンテンツ制作   4       2 ※１ 注１を参照 

映像制作    2      2  

コンピュータグラフィックス    2      2 ※２ 注２を参照 

環境情報学    2      2 ※２ 注２を参照 
メディア授業 

教育情報工学    2      2 ※２ 注２を参照 
メディア授業 

認知情報学    2      2 ※２ 注２を参照 
メディア授業 

Ｗｅｂクライアントプログラミング    2      2 ※２ 注２を参照 

サウンドエンジニアリング     2     2  

コンピュータビジョン     2     2 ※３ 注３を参照 

福祉情報工学     2     2 ※３ 注３を参照 

ゲームプログラミング     2     2  

メディアインタラクション     2     2 ※３ 注３を参照 

環境情報学実習     4     2 ※３ 注３を参照 
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情報学部 情報学科   ３／３ 

 

区 

分 

分 

野 

授業科目の名称 

各 年 次 週 授 業 時 間 数 単位数 

備   考 1 2 3 4 必
修 

選
択 前 後 前 後 前 後 前 後 

学 

科 

専 

門 

科 

目 

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
サ
イ
エ
ン
ス 

教育情報システム開発実習     4     2 ※３ 注３を参照 

認知情報学実習     4     2 ※３ 注３を参照 

画像・信号処理の数学     2     2  

テキストマイニング     2     2  

企業情報マネジメント      2    2  

インタラクション工学      2    2  

画像・信号処理プログラミング      2    2  

３ＤＣＧ実習      4    2  

３Ｄモデリング実習      4    2  

情
報
と
社
会 

ＩＴ演習基礎１  2        2 ※５ 注５を参照 
メディア授業 

ＩＴ演習基礎２  ＊        2 ★ 注７を参照 

金融情報処理１   2       2 メディア授業 

金融情報処理２   ＊       2 ☆ 注６を参照 

プレゼンテーションスキル   2       2  

会計データ処理１    2      2  

会計データ処理２    ＊      2 ★ 注７を参照 

キャリアマネジメント    2      2  

情報処理技術演習１     2     2 ※３ 注３を参照 
メディア授業 

情報処理技術演習２     ＊     2 ☆ 注６を参照 

情報と職業     2     2  

卒業に必要な修得単位数 

共通基盤科目８単位、社会人基礎科目２４単位以上、学科専門科目８０単位以上、自由科目１２単位以上、計１２４単位以上 

注１ ※１に示す科目から６単位を選択必修 

注２ ※２に示す科目から６単位を選択必修 

注３ ※３に示す科目から６単位を選択必修 

注４ ※４に示す科目から２単位を選択必修 

注５ ※５に示す科目から４単位を選択必修 

注６ ☆の科目は夏季集中開講の授業として合計 30時間以上実施する。なお、実施の詳細については別に定める。 

注７ ★の科目は春季集中開講の授業として合計 30時間以上実施する。なお、実施の詳細については別に定める。 

注８ 科目名称の後部につく１、２は、基礎、応用のように難易度を示す。 

注９ 科目名称の後部につくＡ、Ｂは、それぞれ前学期、後学期の配当であることを示す。 

 



 

–
 
3
5
 
– 

別表第４ 

卒 業 に 必 要 な 修 得 単 位 数 

 

学部・学科 

 

区分・分野 
 

工 学 部 情報学部 

機 械 工 学 科 電気電子工学科 総合デザイン学科 人間環境学科 情報学科 

必修 
選択 

必修 
選択 必修 

選択 

必修 
選択 必修 

選択 

必修 
選択 必修 

選択 

必修 
選択 必修 

選択 

必修 
選択 

共通基盤科目 8   8   8   8   8   

社 

会 

人 

基 

礎 

科 

目 

キ ャ リ ア 6  

8 

6  

8 

6  

8 

6  

8 

6  

4 

社 会 連 携           

人 間 と 社 会  6  6  6  6  6 

外 国 語 8  8  8  8  4  

健康とスポーツ 2  2  2  2  4  

Ｉ Ｃ Ｔ 基 礎 2  2  2  2    

小  計 18 6 8 18 6 8 18 6 8 18 6 8 14 6 4 

学科専門科目 40 12 18 36 2 32 40  30 54  16 32 24 24 

自 由 科 目   14   14   14   14   12 

合  計 66 18 40 62 8 54 66 6 52 80 6 38 54 30 40 

卒業要件単位 124 単位 124 単位 124 単位 124 単位 124 単位 
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別表第５ 

 

教育職員免許状及び免許教科の種類 

 

 

 

学 部 名 学 科 名 免 許 状 名 教 科 名 

工 学 部 

機械工学科 

中学校教諭１種免許状 技 術 

中学校教諭１種免許状 数 学 

高等学校教諭１種免許状 工 業 

高等学校教諭１種免許状 数 学 

電気電子工学科 

中学校教諭１種免許状 技 術 

中学校教諭１種免許状 数 学 

高等学校教諭１種免許状 工 業 

高等学校教諭１種免許状 数 学 

総合デザイン学科 

中学校教諭１種免許状 技 術 

高等学校教諭１種免許状 工 業 

人間環境学科 

中学校教諭１種免許状 技 術 

高等学校教諭１種免許状 工 業 

情報学部 情報学科 

中学校教諭１種免許状 数 学 

高等学校教諭１種免許状 数 学 

高等学校教諭１種免許状 情 報 
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別表第６ 

 

教 職 科 目 教 育 課 程 表 

（ 教 科 に関 する科 目 を除 く ） 

（全学部共通） 

区 

分 

分 

野 

授業科目の名称 

各 年 次 週 授 業 時 間 数 単位数 

備   考 1 2 3 4 必
修 

選
択 前 後 前 後 前 後 前 後 

教
職
科
目 

教
職
専
門
科
目 

教職入門 2        2   

教育心理 2        2   

教育原理  2       2   

教育方法（ＩＣＴの活用を含む）  2       2   

特別支援教育   2      2   

教育制度論    2     2   

学校インターンシップ    ＊      1 ☆ 注１を参照 

教育課程論     2    2   

特別活動及び総合的な学習の指導法     2    2   

教育相談     2    2   

教育関係法規      2    2  

道徳教育の指導法      2   2  ★ 注２を参照 

生徒指導及び進路指導      2   2   

教育実習ゼミ１      2   1   

教育実習ゼミ２       2  1   

教育実習１       ＊  2  ◇ 注３を参照 

教育実習２       ＊  2  ★ 注２及び 
◇ 注３を参照 

教職実践演習（中・高）        2 2   

技術科教育法１   2      2  ◆ 注４を参照 

技術科教育法２    2     2  ◆ 注４を参照 

技術科教材研究１     2    2  ◆ 注４を参照 

技術科教材研究２      2   2  ◆ 注４を参照 

数学科教育法１   2      2  ◆ 注４を参照 

数学科教育法２    2     2  ◆ 注４を参照 

数学科教材研究１     2    2  ◆ 注４を参照 

数学科教材研究２      2   2  ◆ 注４を参照 

工業科教育法１   2      2  ◆ 注４を参照 

工業科教育法２    2     2  ◆ 注４を参照 

情報科教育法１   2      2  ◆ 注４を参照 

情報科教育法２    2     2  ◆ 注４を参照 

注１ ☆の科目は集中開講の授業として合計 30時間以上実施する。なお、実施の詳細については別に定める。 

注２ ★に示す科目については、中学校の免許取得希望者は必修 

注３ ◇の科目は集中開講の授業として合計 60時間以上実施する。なお、実施の詳細については別に定める。 

注４ ◆に示す科目については、当該教科の免許取得希望者は必修 




